





























































































1 除草具 2 石絹冠
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強 :光沢面パッチが大きく発達した状態 (第5図写真 3)。
中 :小さな光沢面が密集または連接 し広がりつつある状態





























● 光沢強   ― 不明・観察不能
◎ 光沢中   ←→ 線状痕の方向
○ 光沢弱   一一 光沢強度の境界
× 光沢なし
























































































































































































































































































原 田   幹
なし:光沢面が認められない状態 (第5図写真 6)。
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緑田器の使用痕分析
写真8 第4図3 対物レンズ50×
対物レンズ20倍  0 250μ m
写真1 第4図1 対物レンズ20× 写真2 第4図2 対物レンズ50×
写真3 第4図2 対物レンズ20× 写真4 第4図2 対物レンズ20×








対物レンズ20倍  0 250μ m
写真9 第4図4 対物レンズ50× 写真10 第4図5 対物レンズ50×
写真11 第4図5 対物レンズ50× 写真12 第4図6 対物レンズ50×
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-4使用痕の特徴①)、 光沢分布の特徴 (特徴②③)、 研ぎ直し
による刃面の光沢面の消失 (特徴⑦)、 などである。逆に、刃





















































































































































? 器種 操作方法 単位



















S-253転田器 柄 押し切り穂数 356926013.7 14.54951 13.9
S-268縁田器 柄 押し切り穂数 2909.3 60 9.3 3265
S-254緑田器 紐 押し切り穂数 13.0 2907.6 1375 12.56961 10.5
実験 2
S-255緑田器 紐 穂摘み 穂数 30038
S-257緑田器 紐 穂摘み 穂 数 21918.727772909.6 13.5
実験 3
S-256a緑田器 穂刈 り 穂 数 8412.3























































































〔三       二〕l             i













写真l S-253 対物レンズ50× 写真2 S-268 対物レンズ50×




0                250μ m























































































































































































































































































































Use-Wear Analysis of the "Weeding Tool": Function of Lithic
Farming Implements in Liangzhu Culture
MOTOKI HARADA
This study ailns to deterrrline the late Neolithic agricultural technologies in the lower Chang Jiang
River regions, by exanlining the function of Liangzhu lithics through the experilnental use―wear
analysis.The“weeding tool"(緑田器in Chinese)discussed in this article is a stone tool representing
Liangzhu culture;however,there is no consensus among researchers about its function, and usages
such as weeding,plowing,and harvesting are assumed.
Use―wear traces such as Πlicrowear polishing and striations were observed with a high powered
renecting rrlicroscope.The function of the tool was estilnated based on this Πlicroscopic exanlination。
As a result, use―wear traces associated with granlineous plants were identifiedo This evidence
supports its function as a harvesting tool.Furthermore,the comparison of use―wear traces with those on
other stone reaping knives in Japan and ethnographic harvesting tools suggests that a cutting lnethod
typically seen in southern China and Southeast Asia today (pushing the blade forward),was used in
Liangzhu culture.This lnethod was validated by a rice―harvesting exp rilnent using replicated tools。
◆書 棚◆
傾1面から、生活の舞台の変化としてその背景をと
らえ、変化の実態を説明しようとする後段 とに
分かれる。いずれも最新の成果を存分にくみ取っ
たもので、格好の教科書となっている。
昭和30年代以降常に熱い論争の対象 となった
縄文起源論の歴史を振 り返 りながら、最近の十数
年間に達成された研究成果の画期性を解説 した
「おわりに」は、簡潔で、要を得て有意義である。
それによればその重要性は、1)近年蓄積された
発掘調査成果 2)MC年代測定法の高精度化
3)古環境研究の進展 としてまとめられるとい
う。このことによつて、土器の登場一つをとって
みても、後氷期、温暖化、新環境への適応、技術
革新といった、従来の縄文起源説を支配していた
キーワード、発想の潮流を根底から考え直さなけ
ればならない時期にきていると説 く。近年の縄文
起源論の盛行の本当の理由は、この辺にあるらし
い。
A5判、本文222頁、東京、新泉社、2011年2月刊 ;
税込価格2,415円;ISBN:9784787711014
>小林謙-0工藤雄一郎 。国立歴史民俗博
物館 『縄文はいつからP』
縄文文化の開始あるいは起源問題は日本考古
学の永遠のテーマと言ってよい。これもその一つ
である。年代測定法の高精度化、年代測定値とグ
リーンランド氷床の研究成果に基づ く気候変動
や較正年代 との連動などの自然科学分野の研究
の進展に加えて、縄文時代草創期を代表する愛
媛県上黒岩遺跡の報告書が、発掘以来40年ぶ り
に刊行されたという特殊事情も重なって、近年、
縄文文化初源期の研究が盛んで、関連の展覧会、
シンポジウム、研究会、出版が多 く実施される
ことになった。本書も第72回歴博フオーラム「縄
文はいつから|?」の記録集である。
構成は、弓矢、土器、定住化の始まりといつた
縄文化の指標要素を、最新の年代測定値をしめし
つつ、気候変化、植物相の変化と地形変遷と対比
する中で、文化変化の要因問題を考えようとする
前段と、東北地方の草創期住居址の例示、草創期
の様相を旧石器時代の遺跡分布 との違いという
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